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 反出生主義は南アフリカの哲学者デイヴィッド・ベネターの主著 Better Never 
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のか：デイヴィッド・ベネターの『生まれてこなければよかった』について」［The Review of Life 
Studies、Vol.3、2013 年 a、1-9］を参照。 
2 成否はさておき、ベネターは価値論的非対称性と「理由なく他人に危害を加えるべきではない」
などの前提から当人の実存とは独立に「新たに子どもを産むべきではない」という結論を導ける。 
3 2019 年に青土社から『現代思想 11 月号: 特集＝反出生主義を考える「生まれてこない方が良
かった」という思想』（青土社、2019 年）が出版されたが、反出生主義の全貌を捉えるというよ
りは、デイヴィッド・ベネターに対する様々な角度からの反論が中心となっている。 
4 例えば Shiffrin, Seana V, “Wrongful Life, Procreative Responsibility, and the Significance of Harm,” 
Legal Theory, Vol.5, Issue 2, (1999), 117-148 や Singh, Asheel, “The Hypothetical Consent Objection to 
Anti-Natalism,” Ethical Theory and Moral Practice, Vol.21, (2018), 1135-1150、Harrison, Gerald, and 




































                                                  
6 「出生」のオンライン辞書の検索結果①。『大辞林 第三板』三省堂。本論文上の表記に即し
て、「子供」から「子ども」へと書き改めた。https://www.weblio.jp/content/%E5%87%BA%E7%





































































                                                  
8 「生殖」のオンライン辞書の検索結果②。『大辞林 第三板』三省堂。https://www.weblio.jp/











































                                                  
12 森岡正博「「産み」の概念についての哲学的考察：生命の哲学の構築に向けて（６）」［『現代




























  1. 新しい個体になる可能性を持つ接合体をつくること 
  2. つくった接合体をいずれかの生育環境下で発育させること 
  3. 生育可能性を持つ新しい個体を何らかの手段を用いて外化すること14 
 











































                                                  
15 「無性生殖」のオンライン辞書の検索結果。『大辞林 第三板』三省堂。https://www.weblio.




































                                                  
16 「生成」のオンライン辞書の検索結果①②。『大辞林 第三板』三省堂。https://www.weblio.
jp/content/%E7%94%9F%E6%AE%96（参照日 2020 年 2 月 30 日）。 
17 「生ずる」のオンライン辞書の検索結果。『大辞林 第三板』三省堂。https://www.weblio.jp







































































                                                  
18 「変化」のオンライン辞書の検索結果①。『大辞林 第三板』三省堂。https://www.weblio.jp




































                                                  
21 2020 年現在、人間は有性生殖によって産まれるため、無性生殖の場合は検討しない。 
22 この問いに関心がある場合は森岡正博「「生まれてこなければよかった」の意味：生命の哲学
の構築に向けて（５）」[『人間科学:大阪府立大学紀要』、第 8号、2013 年 b、87-105］を参照。 
23 「生まれてこない方が良かった」と言っているのだから、少なくとも有性生殖の必要条件 3.
は否定する必要がある。また、有性生殖の必要条件 1.を否定した場合、それ以降に生じる必要












































































































































































  図１ 


























































                                                  
29 詳しい論証については、中川優一「ベネター反出生主義は決定的な害を示すことができるか
──The Human Predicament における死の害の検討──」［『哲学の門：大学院生研究論集』








































                                                  
32 検討にあたり、以下の論文を参考にした。白井 真理子、鈴木 直人「悲しみ場面の分類と構






































9F%E5%89%87（参照日 2020 年 3月 2日）。 





























                                                  
35マイケル・グットハートは、戦争兵器としてのレイプの場合、生殖行為は子どもに危害を加え
たと言えると主張している。詳しくは Goodhart, Michael, “Sins of the Fathers: War Rape, Wrongful 
Procreation, and Children’s Human Rights”, Journal of Human Rights, Vol.6, Issue 3, (2007), 307-324. 
36 Singh (2018), pp.1139-1140. 
37 遺伝子疾患を持つ当人が、自分は子どもを産むべきではないと考える場合である。 
38 Savulescu, J. and Kahane, G, “The Moral Obligation to Create Children with the Best Chance of the 
Best Life,” Bioethics, Vol. 23, No.5, (2009), 274-290.  
39 沼崎一郎「〈孕ませる性〉の自己責任」［『インパクション』、第 105 巻、1998 年］や宮地尚子
「孕ませる性と孕む性：避妊責任の実体化の可能性を探る」［『現代文明学研究』第一号、1998
年、19-29］を参照。近年では橋迫瑞穂「反出生主義と女性」[『現代思想 11 月号: 特集反出生
主義を考える「生まれてこない方が良かった」という思想』、青土社、2019 年、189-197]など。 
40 Donath, Orna, Regretting Motherhood, (Berkley, California: North Atlantic Books, 2017)を参照。 
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41 Benatar, David, “Every Conceivable Harm: A Further Defence of Anti-Natalism”, South African 












































































                                                  
44 詳しくは Weinberg, Rivka, The Risk of a Lifetime: How, When, and Why Procreation May Be
 Permissible (New York: Oxford University Press, 2016)を参照。 
45 詳しくは Jonas, Hans, Der Prinzip Verantwortung: Versuch einer Ethik für die technologische 
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